
１枚の古写真
～“さよう子どもアートスクール”の取組～

さよう子どもアートスクール
（佐用町生涯学習課）

●“さよう子どもアートスクール”とは
　平成１６年度より『佐用の自然は○（まる）ごとアート！』をコンセプトに、知性の土台とな
る感性、自然の営みの中で育まれる豊かな人間性を養うために必要な体験活動（input）と創作
活動（output）を佐用町内各地で月１回程度行っている。
　佐用町内在住の小学生以上の児童生徒約２０名で構成された小グループで組織し、そのグルー
プ活動は高校生や大学生による“サポーター”によって運営され、異年齢交流によるコミュニ
ケーション能力の向上やお互いを助け合う気持ちなど、団体行動による社会性を育てている。
　また地域で活動する諸団体との連携を主とし、地域ぐるみの子育て、さよう子どもアートス
クールとの事業を通じた、次世代に地域の自然や文化などを継承する取組やネットワーク化を
図る役割も担う。

●“グループ活動サポーター”とは
　さよう子どもアートスクールのグループ活動をサポートするために、養成講座を経た佐用高
校生とそのＯＢ・ＯＧの有志。教員や保育士、介護職などを目指す生徒が主だが、サポーター
の経験を経て将来の方向性を定める生徒や、学外での体験活動そのものを楽しむ生徒など、
“さよう子どもアートスクール”は子どもたちの活動支援を目的とした青少年育成の場、子ど
もたちと青少年相互の学びの場としても機能している。

■「古写真調査」への道
　昨年度は『地域子ども研究員』としてひとはくとの連携事業を図ったが、並行して今年度は佐
用町の石井地域の住民自治組織「石井地域づくり協議会」との連携事業としての開催となった。
　石井地域の人々とキャンプやもちつき、山登りなど自然の中での活動を共に体験していく中
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で、子どもたちは現在の自分たちの暮らしと、親世代、祖父母世代の生活環境の違いについて
考えるようになった。そこで、自然環境や生活の方法などがどのように変わってきたか、〈写
真〉を通じて調べた。調べた写真は１月末の展覧会で発表した。
　この一連の「探す」「聞く」「つくる」「伝える」の事業を通じて、子ども達が自ら学ぶ力を
つけ、大人の目と記憶も借りて地域のことを考えられるようになればと意図した。放っておく
と散在し紛失してしまう地域の記憶を集め伝える活動としても、十分な役割を果たすであろう。
　
■佐用の古写真（表題と解説：子どもたち）
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■「古写真調査」から
　子どもたちは約３０年以上前の写真を調べるため、父母や祖父母に頼んで、想い出のアルバム
を開くことになった。写真１枚１枚の“背景”が父母や祖父母から語られたことだろう。
　１枚の写真の歴史的資料としての価値を問う以前に、さよう子どもアートスクール的にはそ
うした語らいの場、三世代のコミュニケーションを促進するツールとして何にも代えがたい価
値がある。
　その語らいや切り取られた風景から昔を知ることは、先人の知恵に触れ、自分のルーツを知
ることになる。現在と比較する作業は、変化する時代を知ることであり、当たり前のように感
じている今の生活を見直すことになるだろう。また，写された情景は過去のものであっても、
不易なものも発見したに違いない。
　これからも子どもたちは変化を続けながら成長していく。変わっていくもの・変わらないも
の、古写真調査は“大事なもの”を見落とさないで取捨選択していく能力の基礎を養うだろう。
過去の記憶を現在につないでいく、その過程は子どもたちが健全に育つために不可欠な人と人
との温かな心の交流がある。
　石井地域の方々にも協力いただいた。見慣れた風景の過去の姿を知り、共有し、伝えていく。
地域を再発見し、ふるさとへのまなざしが新たなものになったのではないだろうか。古写真を
前に語り合いながら、記憶を再構築し、未来を見つめていくことで、地域づくりの一助になれ
ばと願う。
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●最後に
　さよう子どもアートスクールも４期目を迎えた。
　毎年ひとはくの研究員の方々の強力なサポートにより、自然科学への新たな視点を子どもた
ちは獲得している。４年目にもなる古参メンバーは、主体的な参加はもちろんのこと、自ら課
題を発見して解決していく意欲が高い。子どもたちの自発的な力は自然の中で育まれた４年間
の成果かと思う。
　今年度は兄姉的存在として関わってきた高校生・大学生のサポーターに加え、石井地域の
方々との連携により、関わる人の年代や職種等層が厚くなった。学校でもない、家庭でもない、
地域社会でもない、不思議な縁の集合体：さよう子どもアートスクール。佐用町の自然を学び
舎にした、複合的プロジェクトとなった感があり、その姿は日々変貌している。
　『大人こそはまる、“アートスクール”』、大人にとっても良い“遊び場”になっているようだ。
子どもを主役にするために、弊害ある大人の介入を避けてきたが、大人が本気で事業を楽しみ、
子どもと高校生をサポートする「ゆるやかな」関わりが今年は上手く機能したように思う。大
人も子どもも、自然の中でこそ生き生きとよみがえる。自然のことわりであろう。まさにre‐
creation（レクリエーション）なのだと実感する。
　一つのテーマの調査研究、探求には程遠いが、年 “々何か”が生まれ育っている。ひとづくり、
地域づくりの根底を支えるであろう、さよう子どもアートスクールの益々の進化を期待したい。

（文責：岸本秀子〈佐用町生涯学習課〉）
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